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11
杵
築
湾
矚
月
（
杵き

築ず
き

湾わ
ん

に
て
月つ
き

を
矚み

る
）　　
　

盛せ
い

穀こ
く

　
原は
ら

田だ

氏し

　
出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

海
面
波
平
夕
照
閑
。
行
舟
相
趂
出
二
晴
湾
一
。
前
帆
已
没
後
帆
未
。
看
入
水
天
杳
渺
間
。

　
老
雨
云
。
三
四
実
景
。

【
訓
読
】
海か

い

面め
ん

波な
み

平た
い

ら
か
に
し
て
夕せ
き

照し
よ
う

閑し
ず

か
な
り
、
行こ
う

舟し
ゆ
う

相あ

い
趂お

っ
て
晴せ
い

湾わ
ん

よ
り
出い

づ
。
前ぜ
ん

帆は
ん

已す
で

に
没ぼ
つ

す
る
も
後こ
う

帆は
ん

は
未い
ま

だ
し
、
看み

る
み

る
入い

る
水す
い

天て
ん

杳よ
う

渺び
よ
うの
間か
ん

。

　

老ろ
う

雨う

云い

う
。
三さ
ん

、
四し

は
実じ
つ

景け
い

。

【
大
意
】（
杵
築
湾
で
月
を
眺
め
る
）
海
面
の
波
が
穏
や
か
で
静
か
に
夕
日
が
照
っ
て
い
る
。
出
航
す
る
舟
は
競
っ
て
晴
れ
た
港
を
離
れ
る
。

前
の
方
の
船
の
帆
は
か
な
た
に
消
え
た
が
、
後
ろ
の
方
の
船
の
帆
は
ま
だ
の
こ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
水
と
空
の
は
る
か
に
広
が
る
水
平
線

の
か
な
た
に
み
る
み
る
う
ち
に
消
え
て
い
く
。

　

雨
森
精
翁
評
。
後
半
の
転
句
、
結
句
は
、
実
際
に
そ
の
通
り
の
景
色
で
あ
る
。

【
注
釈
】
◯
杵
築
湾　

出
雲
大
社
の
西
側
に
あ
る
大
社
漁
港
か
。
湾
は
海
や
川
の
入
り
江
の
こ
と
。
港
に
適
所
。
◯
矚
月　

矚
は
、（
何
か
を

求
め
、
つ
な
が
ろ
う
と
し
て
）
じ
っ
と
見
つ
め
る
こ
と
。
晋
書
・
桓
温
伝
「
中
原
を
眺
矚
す
」。
◯
原
田
盛
穀　

未
詳
。
本
名
な
ら
ば
、
も

り
よ
し
か
。『
手
向
集
』（
中
村
四
郎
二
編　

明
治
二
十
三
年
刊　

国
会
図
書
館
蔵
）
に
原
田
盛
穀
君
の
七
絶
を
収
め
る
。
◯
海
面　

鮑
溶
・

采
珠
行
「
東
方
暮
空
海
面
平
ら
か
な
り
」。
◯
波
平　

韓
愈
・
僧
澄
観
を
送
る
「
清
淮
波
無
く
平
か
な
る
こ
と
席
の
如
し
」。
◯
夕
照
閑　

黄

庭
堅
・
思
賢
「
城
郭
参
差
と
し
て
夕
照
閒
た
り
」。
◯
行
舟　

曹
丕
・
善
哉
行
「
湯
湯
た
る
川
流
，
中
に
行
舟
有
り
」。
◯
相
趂　

杜
甫
・
夔



二

州
歌
十
絶
句
其
五
「
相
趁
う
鳧
雛
は
蔣
牙
に
入
る
」。
◯
晴
湾　

邢
巨
・
游
春
「
琴
酌
晴
湾
に
弄
す
」。
◯
前
帆
已
没
後
帆
未　

華
岳
・
江
上

双
舟
発
す
る
を
催
す
「
前
帆
漸
く
緩
な
れ
ば
後
帆
急
な
り
」。
◯
看
入　

看
は
、
じ
っ
と
見
る
こ
と
だ
が
、
何
も
で
き
な
い
ま
ま
に
た
だ
見

る
ほ
か
な
い
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、
み
る
み
る
や
み
す
み
す
の
訓
の
あ
る
ゆ
え
ん
。
張
南
史
・
司
空
十
四
の
北
の
か
た
宋
州
に
遊
ぶ
を
送

る
「
白
雲
断
た
ん
と
欲
す
る
を
愁
う
、
看
る
み
る
大
梁
に
入
り
て
飛
ぶ
」。
◯
水
天　

空
と
海
の
交
わ
る
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
水
平
線
。
白

居
易 

・
湖
中
に
宿
す
「
水
天
晚
に
向
か
い
て
碧
沈
沈
た
り
」。
◯
杳
渺
間　

李
白
・
西
施
「
提
携
す
館
娃
宮
、
杳
渺
と
し
て
詎
ぞ
攀
づ
可
け

ん
」。
白
居
易
・
長
恨
歌
「
山
は
虚
無
縹
緲
の
間
に
在
り
」。

12
山さ
ん

居き
よ

　
淡た
ん

斎さ
い

　
山や
ま

中な
か

氏し

　
　
　
出い
ず
も雲
広ひ
ろ

瀬せ
の

人ひ
と

山
中
絶
二
塵
事
一
。
愛
レ
静
搆
二
茅
茨
一
。
家
睦
貧
而
楽
。
身
閑
賎
最
宜
。
濁
醪
堪
レ
養
レ
老
。
疎
食
足
レ
充
レ
饑
。
安
レ
命
心
常
適
。
無
三
逢
不
二
自

怡
一
。

　
蘭
窓
云
。
恬
澹
之
情
述
得
好
。
非
二
安
レ
命
者
一
則
不
レ
能
レ
道
。

【
訓
読
】
山さ

ん

中ち
ゆ
う

塵じ
ん

事じ

絶た

え
、
静し
ず

か
な
る
を
愛あ
い

し
茅ぼ
う

茨し

を
搆か
ま

う
。
家い
え

睦む
つ

ま
じ
く
し
て
貧ま
ず

し
く
し
て
（
而
）
楽た
の

し
、
身み

は
閑し
ず

か
に
し
て
賎い
や

し
き
は

最も
つ
とも
宜よ

し
。
濁だ
く

醪ろ
う

老お

い
を
養や
し
なう
に
堪た

え
、
疎そ

食し

饑う

え
を
充み

た
す
に
足た

る
。
命め
い

に
安や
す

ん
じ
て
心こ
こ
ろは
常つ
ね

に
適か
な

い
、
逢あ

い
て
自み
ず
から
怡よ
ろ
こば
ざ
（
不
）
る

無な

し
。

　

蘭ら
ん

窓そ
う

云い

う
。
恬て
ん

澹た
ん

の
（
之
）
情
じ
よ
う

述の

べ
得え

て
好よ

し
。
命め
い

に
安や
す

ん
ず
る
者も
の

に
非あ
ら

ざ
れ
ば
、
則す
な
わち
道い

う
能あ
た

わ
ず
（
不
）。

【
大
意
】（
山
の
住
ま
い
）
こ
の
山
中
で
は
、
俗
塵
に
ま
み
れ
る
こ
と
も
絶
え
て
な
い
の
で
、
静
寂
を
好
ん
で
、
あ
ば
ら
家
を
建
て
た
。
家
族

は
仲
良
く
暮
ら
し
て
お
り
貧
し
い
け
ど
楽
し
い
、
私
は
の
ん
び
り
と
し
て
、
く
ら
い
は
低
い
が
こ
こ
が
一
番
い
い
。
ど
ぶ
ろ
く
で
老
後
は
十

分
生
き
て
い
け
る
。
粗
食
で
も
飢
え
を
み
た
す
の
に
は
十
分
だ
。
我
が
運
命
に
安
ん
ず
れ
ば
、
心
は
い
つ
も
快
適
、
出
会
う
こ
と
す
べ
て
に

自
分
自
身
で
楽
し
み
を
み
つ
け
て
い
る
。

　

阪
本
蘭
窓
評
。
名
利
に
恬
淡
と
し
た
気
分
が
う
ま
く
表
現
で
き
て
い
る
。
運
命
に
安
ん
ず
る
人
で
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
詩
は
作
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
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【
注
釈
】
◯
山
居　

山
に
住
む
こ
と
、
山
の
住
居
。
史
記
・
滑
稽
伝
・
優
孟
伝
「
山
に
居
り
田
を
耕
す
は
苦
し
」。
謝
霊
運
に
「
山
居
賦
」
有

り
。
そ
の
序
に
「
古
え
・
・
・
棟
宇
も
て
山
に
居
る
を
山
居
と
曰
う
」。
◯
山
中
淡
斎　

広
瀬
藩
儒
。
山
中
幸
武
。
山
村
良
顯
に
学
び
後
林

氏
門
に
入
り
江
戸
邸
教
授
と
な
る
。
著
書
「
小
学
合
璧
」（『
広
瀬
町
史
』
等
）。
〇
塵
事　

俗
事
。
陶
潜
・
辛
丑
の
歳
七
月
假
に
赴
き
江
陵

に
還
っ
て
夜
塗
口
を
行
く
「
閑
居
三
十
載
、
遂
に
塵
事
と
（
与
）
冥
し
」。
張
説
・
雨
を
聞
く
「
雨
多
く
し
て
塵
事
を
絶
す
」。
◯
愛
静　

陸

亀
蒙
・
襲
美
の
新
秋
言
懐
三
十
韻
に
和
し
奉
り
次
韻
す
「
身
閑
に
し
て
唯
だ
静
か
な
る
を
愛
す
」。
◯
搆
茅
茨　

屋
根
を
チ
ガ
ヤ
と
イ
バ
ラ

で
ふ
い
た
質
素
な
家
を
建
て
る
こ
と
。
搆
は
構
に
同
じ
。
孟
子
・
告
子
下
「
吾
れ
聞
く
秦
楚
兵
を
搆
う
と
」。
邱
為
・
西
山
の
隱
者
を
尋
ぬ

る
も
遇
わ
不
（
ず
）「
絕
頂
一
の
茅
茨
」。
劉
攽
・
雑
詩
其
九
「
野
人
茅
茨
を
構
う
」。
◯
家
睦　

禮
記
・
坊
記
「
父
母
の
（
之
）
党
に
（
於
）

睦
ま
じ
き
は
、
孝
と
謂
う
可
し
矣
」。
◯
貧
而
楽　

論
語
・
学
而
「
子
貢
曰
く
、
貧
に
し
て
諂
う
無
く
、
富
み
て
驕
る
無
き
は
何
如
と
。
子

曰
く
、
可
な
り
、
未
だ
貧
に
し
て
楽
し
み
、
富
み
て
礼
を
好
む
者
に
若
か
ず
」。
◯
身
閑　

皎
然
・
山
居
、
霊
澈
上
人
に
示
す
「
身
閑
に
し

て
始
め
て
覚
ゆ
名
を
隳
る
こ
と
の
是
な
る
を
」。
◯
濁
醪　

も
ろ
み
入
り
の
安
価
な
濁
り
酒
。
清
酒
に
対
し
て
い
う
。
左
思
・
魏
都
賦
「
濁

醪
河
の
如
し
」。
◯
堪　

可
（
仄
声
）
の
代
わ
り
に
平
声
と
し
て
用
い
る
。
◯
養
老　

本
来
は
優
れ
た
老
人
に
酒
食
を
与
え
る
礼
（『
礼
記
』

王
制
）。
後
に
、
老
人
自
身
が
安
楽
な
隠
居
を
楽
し
む
意
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
◯
疎
食　

論
語
・
述
而
「
疏
食
を
飯
い
て
水
を
飲

み
、
肱
を
曲
げ
て
之
こ
れ
を
枕
と
す
」。
粗
食
の
意
。
日
本
で
は
、
朱
子
の
音
注
な
ど
に
よ
り
、
食
を
シ
と
読
み
習
わ
す
。
◯
足
充
饑　

杜

甫
・
独
坐
二
首
其
一
「
飢
え
を
充
た
す
は
楚
萍
を
憶
う
」。
白
居
易
・
内
に
贈
る
「
蔬
食
飢
え
を
充
た
す
に
足
る
」。
◯
安
命　

鮑
照
・
園
葵

賦
「
盪
然
と
し
て
心
に
任
せ
、
道
を
楽
し
ん
で
命
に
安
ん
ず
」。
◯
心
常
適　

徐
鉉
・
李
著
作
漢
陽
に
之
く
を
送
る
「
遠
宦
心
は
常
に
適
す
」。

◯
無
逢
不
自
怡　

逢
字
不
審
。
吳
均
・
使
を
廬
陵
に
奉
ず
「
悵
然
と
し
て
自
ら
怡
ば
ず
（
不
）」。
◯
恬
澹　

老
子
「
恬
淡
上
と
為
す
」。
阮

籍
・
詠
懐
其
七
十
三
「
恬
澹
贫
に
安
ん
ず
る
を
志
す
」。

13
自
二
美
保
関
一
帰
舟
中
作
（
美み

保ほ
の

関せ
き

自よ

り
帰か
え

る
、
舟
し
ゆ
う

中ち
ゆ
うの
作さ
く

）　　
　

枕ち
ん

水す
い

　
山や
ま

根ね

氏し

　
出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

島
霧
汀
煙
次
第
晴
。
波
平
海
面
鏡
如
明
。
江
山
倒
蘸
清
湾
水
。
舟
在
二
丹
青
画
上
一
行
。

　
蘭
窓
云
。
三
四
奇
警
驚
レ
人
。



四

【
訓
読
】
島と
う

霧う

汀て
い

煙え
ん

次し

第だ
い

に
晴は

れ
、
波な
み

平た
い
らか
に
し
て
海か
い

面め
ん

鏡か
が
みの
如ご
と

く
明あ
き

ら
か
な
り
。
江こ
う

山ざ
ん

倒さ
か
しま
に
蘸ひ
た

す
清せ
い

湾わ
ん

の
水み
ず

、
舟ふ
ね

丹た
ん

青せ
い

画が

上じ
よ
うに
在あ

り
て

行ゆ

く
。

　

蘭ら
ん

窓そ
う

云い

う
。
三さ
ん

、
四し

奇き

警け
い

に
し
て
人ひ
と

を
驚お
ど
ろか
す
。

【
大
意
】（
美
保
関
か
ら
帰
る
時
船
中
で
作
っ
た
詩
）
島
々
を
隠
す
霧
、
浜
の
靄
が
、
進
む
に
つ
れ
て
だ
ん
だ
ん
と
晴
れ
て
い
き
、
波
は
ま
っ

平
ら
で
海
面
は
鏡
の
よ
う
だ
。
川
沿
い
の
山
が
き
よ
ら
か
な
湾
の
水
に
さ
か
さ
ま
に
映
っ
て
い
る
。
船
は
あ
た
か
も
青
色
、
赤
色
と
り
ど
り

の
絵
画
の
中
を
突
き
進
ん
で
い
く
よ
う
だ
。

　

阪
本
蘭
窓
評
。
転
句
と
結
句
は
、
奇
矯
で
び
っ
く
り
さ
せ
る
表
現
。

【
注
釈
】
◯
自
美
保
関
帰
舟
中
作　

陸
游
に
「
晚
に
帰
る
、
舟
中
の
作
」
等
の
詩
題
あ
り
。
現
島
根
県
松
江
市
美
保
関
町
。
江
戸
時
代
に
北

前
船
交
易
の
要
所
と
し
て
繁
栄
。
海
路
、
現
松
江
市
の
北
の
港
に
向
か
っ
た
か
。
例
え
ば
、
恵
曇
港
か
ら
は
佐
陀
川
を
通
っ
て
宍
道
湖
に
抜

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
◯
山
根
枕
水　

未
詳
。
沈
水
の
号
か
ら
、
宍
道
湖
畔
や
松
江
の
川
の
ほ
と
り
に
住
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
◯
島

霧　

宇
都
宮
龍
山
・
吉
祥
院
に
て
迂
叟
を
留
め
て
話
す
「
老
い
を
投
ず
汀
烟
嶋
霧
の
間
」。
◯
汀
煙　

杜
甫
・
寒
食
「
汀
煙
軽
き
こ
と
冉
冉

た
り
」。
◯
次
第
晴　

杜
牧
・
華
清
宮
を
過
ぐ
絶
句
三
首
其
一
「
山
頂
の
千
門
次
第
に
開
く
」。
◯
波
平　

前
出
。
◯
海
面　

鮑
溶
・
采
珠
行

「
東
方
の
暮
空
海
面
平
ら
か
な
り
」。
◯
鏡
如
明　

明
如
鏡
の
倒
置
か
。
返
り
点
が
な
い
の
で
、
鏡
の
如
く
明
ら
か
な
り
と
読
ま
せ
る
つ
も
り

か
。
庾
信
・
塵
鏡
「
明
鏡
如
明
月
」。
隋
無
名
氏
・
寿
陽
樂
「
梁
長
く
し
て
曲
水
流
る
。
明
か
な
る
こ
と
鏡
の
如
し
」。
◯
江
山　

本
来
、
江

と
山
だ
が
、
湖
山
同
様
、
こ
こ
で
は
、
山
に
焦
点
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
莊
子
・
山
木
「
彼
の
其
の
道
は
遠
く
し
て
（
而
）
険
し
，
又
江
山

有
り
。
我
舟
車
無
し
、
奈
何
せ
ん
」。
杜
甫
・
鑿
石
浦
に
宿
る
「
仲
春
江
山
麗
し
」。
海
山
は
、
詩
語
と
し
て
こ
な
れ
て
い
な
い
の
で
（
中
国

は
大
陸
国
）、
海
の
代
わ
り
に
江
を
用
い
た
か
。
◯
倒
蘸　

釈
徳
洪
・
彦
周
詩
を
以
て
寄
せ
ら
（
見
）
る　

次
韻
「
池
閑
に
し
て
鏡
の
空
な

る
が
如
く
、
倒
蘸
す
垂
楊
の
影
」。
◯
清
湾　

沈
佺
期
・
峡
山
に
遊
ぶ
「
一
水
清
湾
を
抱
く
」。
柳
宗
元
・
法
華
寺
西
亭
を
構
う
「
澄
江
清
湾

を
抱
く
」。
◯
舟
在　

李
白
・
王
屋
山
人
魏
萬
王
屋
に
還
る
を
送
る
「
舟
は
空
中
に
在
り
て
行
く
」。
◯
丹
青　

赤
や
青
の
絵
具
。
引
い
て
、

絵
画
。
晋
書
・
顧
愷
之
伝
「
尤
も
丹
青
に
善
く
、
図
写
特
に
妙
な
り
」。
◯
奇
警
驚
人　

奇
警
は
、
奇
抜
、
機
敏
な
さ
ま
。
宋
史
・
王
珪
伝
「
珪

は
弱
歲
に
し
て
奇
警
、
出
語
人
を
驚
か
す
」。
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14
秋し
ゆ
う

日じ
つ

渓け
い

居き
よ

　
　
　
痩そ
う

篁こ
う

　
小こ

林ば
や
し

氏し

　
仝ど
う

所し
よ
の

人ひ
と

葉
様
扁
舟
是
我
家
。
一
竿
風
月
寄
二
生
涯
一
。
沙
禽
声
冷
秋
将
レ
老
。
満
岸
西
風
乱
二
荻
花
一
。

　
蘭
窓
云
。
秋
意
可
レ
愛
。
宜
乎
寄
二
生
涯
一
。

【
訓
読
】
葉よ

う

様よ
う

の
扁へ
ん

舟し
ゆ
う

是こ

れ
我わ

が
家や

、
一い
つ

竿か
ん

の
風ふ
う

月げ
つ

生し
よ
う

涯が
い

を
寄よ

す
。
沙さ

禽き
ん

声こ
え

冷ひ
や

や
か
に
し
て
秋あ
き

は
将ま
さ

に
老お

い
ん
と
す
、
満ま
ん

岸が
ん

の
西せ
い

風ふ
う

荻て
き

花か

を
乱み
だ

す
。

　

蘭ら
ん

窓そ
う

云い

う
。
秋
し
ゆ
う

意い

愛あ
い

す
べ
（
可
）
し
。
宜む
べ

な
る
か
な
（
乎
）
生
し
よ
う

涯が
い

を
寄よ

す
る
こ
と
。

【
大
意
】（
秋
の
あ
る
日
、
谷
間
の
す
ま
い
＝
舟
で
）
葉
っ
ぱ
の
よ
う
な
小
舟
こ
そ
、
わ
が
住
ま
い
。
一
本
の
釣
竿
を
操
る
風
流
に
、
人
生
の

す
べ
て
を
か
け
る
。
砂
に
た
た
ず
む
鳥
が
、
冷
た
い
声
で
鳴
く
、
秋
は
老
い
て
去
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
両
岸
い
っ
ぱ
い
に
西
風

が
、
荻
の
花
を
吹
き
乱
し
て
い
る
。

　

阪
本
蘭
窓
評
。
秋
の
気
分
が
、
す
ば
ら
し
い
。
な
る
ほ
ど
、
人
生
を
こ
れ
に
か
け
る
価
値
が
あ
る
ね
。

【
注
釈
】
◯
秋
日
渓
居　

裴
度
に
、
渓
居
詩
あ
り
。
王
庭
圭
に
、
次
韻
趙
逢
源
秋
日
溪
居
十
絶
詩
あ
り
。
◯
小
林
痩
篁　

不
明
。
陸
游
・
山

園
触
目
を
書
く
「
瘦
篁
石
窍
を
穿
つ
」。
◯
葉
様　

眉
の
形
容
だ
が
、
晏
幾
道
・
浣
渓
沙
「
粧
鏡
巧
眉
葉
の
様
を
偸
む
」。
葉
舟
は
小
舟
。
薛

道
衡
・
敬
し
て
楊
僕
射
の
山
斎
独
坐
に
酬
ゆ
「
葉
舟
旦
旦
に
浮
か
ぶ
」。
◯
扁
舟　

小
舟
。
漢
書
・
貨
殖
伝
「
乃
ち
扁
舟
に
乗
る
」。
王
昌

齢
・
盧
渓
主
人
「
武
陵
渓
口
扁
舟
を
駐
む
」。
◯
是
我
家　

王
昌
齢
・
河
上
老
人
歌
「
口
に
道
う
滄
溟
是
れ
我
が
家
」。
◯
一
竿
風
月　

俗
世

を
離
れ
て
、
釣
り
を
し
な
が
ら
、
自
然
を
楽
し
む
こ
と
。
陸
游
・
感
旧
「
首
を
回
ら
せ
ば
壮
遊
真
に
昨
夢
、
一
竿
の
風
月
南
湖
に
老
ゆ
」。

◯
寄
生
涯　

劉
長
卿
・
湖
南
の
羊
処
士
の
別
業
を
過
ぐ
「
湖
上
生
涯
を
寄
す
」。
◯
沙
禽　

川
の
砂
辺
や
砂
洲
に
す
む
鳥
。
陰
鏗
・
傅
郎
の

歳
暮
湘
州
に
還
る
に
和
す
「
沙
禽
逈
か
に
し
て
未
だ
驚
か
ず
」。
◯
声
冷　

韋
応
物
・
山
行
、
積
雨
帰
途
始
め
て
霽
る
「
深
林
猿
聲
冷
や
か

な
り
」。
◯
秋
将
老　

杜
甫
・
簡
を
高
三
十
五
使
君
に
奉
る
「
行
色
秋
将
に
晚
な
ら
ん
と
す
」。
張
耒
・
冬
日
雑
書
六
首
其
一
「
地
僻
に
し
て

秋
将
に
老
い
ん
と
す
」。
◯
満
岸　

韋
莊
・
贈
漁
翁
「
滿
岸
の
秋
風
枳
橘
に
吹
く
」。
◯
西
風　

秋
風
。
李
白
・
長
干
行
二
首
之
二
「
八
月
西

風
起
つ
」。
◯
乱
荻
花　

斉
己
・
荆
門
に
て
人
の
峨
嵋
自
り
南
岳
に
遊
ぶ
を
送
る
「
西
風
荻
花
を
乱
す
」。
◯
秋
意　

顔
真
卿
・
僧
皎
然
に
贈



六

る
「
秋
意
西
山
に
多
し
」。
韋
応
物
・
夜
省
中
に
直
す
「
河
漢
に
秋
意
有
り
」。
◯
可
愛　

書
経
・
大
禹
謨
「
愛
す
可
き
は
君
に
非
ず
や
」。

敬
愛
の
気
持
ち
を
含
む
。
◯
宜
乎　

理
屈
と
し
て
、
よ
ろ
し
き
を
得
て
い
る
こ
と
を
倒
置
的
に
述
べ
る
言
い
方
。
乎
は
感
嘆
し
て
息
を
出
す

語
気
。
蕭
統
・
陶
淵
明
集
序
「
寄
寓
は
之
を
逆
旅
と
謂
う
、
宜
な
る
乎
大
塊
と
（
与
）
而
し
て
栄
枯
す
る
こ
と
」。

15
挿
レ
秧
（
秧な
え

を
挿さ

す
）　
　
　
榴
り
ゆ
う

窓そ
う

　
永な
が

井い

氏し

　
名な
は

博ひ
ろ

孝た
か

　
字
あ
ざ
な
は

士し

和わ

　
仝ど
う

所し
よ
の

人ひ
と

野
婦
村
姑
交
作
レ
行
。
笠
蓑
衝
レ
雨
挿
レ
秧
忙
。
童
歌
翁
皷
頻
相
励
。
百
畝
平
田
一
刻
蒼
。

　
竹
園
云
。
無
レ
適
無
レ
莫
者
乎
。

【
訓
読
】
野や

婦ふ

村そ
ん

姑こ

交こ
も
ごも
行ぎ
よ
うを
作な

し
、
笠
り
ゆ
う

蓑さ

雨あ
め

を
衝つ

い
て
秧な
え

を
挿さ

す
こ
と
忙い
そ
がし
。
童ど
う

歌か

翁お
う

皷こ

頻し
き

り
に
相あ

い
励は
げ

ま
し
、
百
ひ
ゃ
く

畝は

の
平へ
い

田で
ん

一い
つ

刻こ
く

に
し

て
蒼あ

お

し
。

　

竹ち
く

園え
ん

云い

う
。
適て
き

す
る
無な

く
莫ば
く

す
る
無な

き
者も
の

乎か

。

【
大
意
】（
田
植
え
）
田
舎
の
奥
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
た
ち
が
互
い
に
列
を
作
り
、
笠
や
蓑
を
つ
け
て
、
雨
の
中
田
植
え
に
忙
し
い
。
し
き
り
に
、

子
供
が
う
た
い
、
爺
さ
ん
が
太
鼓
を
打
っ
て
励
ま
し
て
い
る
。
百
畝
ひ
ろ
が
る
田
圃
が
一
刻
の
う
ち
に
青
々
と
な
っ
た
。

　

渡
部
竹
園
評
。
作
者
は
付
か
ず
離
れ
ず
で
み
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
注
釈
】
◯
挿
秧　

高
適
・
広
陵
に
て
鄭
処
士
に
别
る
「
江
田
插
秧
に
耐
う
」。
◯
永
井
榴
窓　

不
詳
。
永
井
博
孝
の
名
は
、
心
の
華
、
新
題

歌
集
、
類
題
採
芳
集
な
ど
の
、
明
治
時
代
の
歌
集
に
見
え
る
。
◯
野
婦　

王
績
・
春
莊
筆
を
走
ら
す
「
野
婦
中
饋
を
調
す
」。
◯
村
姑　

田

舎
娘
（
姑
娘
）
を
い
う
場
合
が
多
い
が
、
婦
と
の
対
か
ら
、
し
ゅ
う
と
め
の
意
で
あ
ろ
う
。
蔡
伸
・
長
相
思
「
村
姑
児
。
紅
袖
衣
」。
◯
交

作
行　

交
作
は
次
々
と
な
る
、
お
こ
る
（
お
こ
す
）
こ
と
。
于
邵
・
李
員
外
の
入
朝
す
る
を
送
る
序
「
広
庭
楽
を
張
り
、
妙
音
交
も
作
る
」。

陽
韻
な
の
で
、
行
は
行
列
の
意
味
。
◯
笠
蓑　

蓑
笠
が
一
般
的
だ
が
、
平
仄
の
関
係
で
ひ
っ
く
り
返
し
た
。
柳
宗
元
・
江
雪
「
孤
舟
蓑
笠
の

翁
」。
劉
宰
・
陳
居
士
に
奉
酬
す
「
盍
ぞ
滄
浪
に
向
か
っ
て
笠
蓑
を
具
え
ざ
る
」。
◯
衝
雨　

李
端
・
別
駕
の
晋
陵
に
赴
く
を
送
る
、
即
ち
舍

人
叔
の
（
之
）
兄
「
江
帆
雨
を
衝
い
て
上
る
」。
陸
游
・
致
仕
後
述
懐
六
首
其
一
「
雨
を
衝
い
て
帰
り
来
る
こ
と
晚
し
、
山
花
笠
に
満
ち
て

紅
な
り
」。
◯
挿
秧
忙　

趙
蕃
・
安
仁
自
り
豫
章
に
至
る
途
中
の
雑
興
十
九
首
其
十
九
「
秧
を
種
う
る
こ
と
未
だ
了
ら
ざ
る
に
秧
を
挿
す
こ
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と
忙
し
」。
◯
相
励　

李
翺
・
江
州
南
湖
堤
銘
「
虓
歓
相
励
」。
◯
百
畝　

畝
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
面
積
単
位
。
百
畝
は
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

強
だ
が
、
田
地
が
広
大
な
こ
と
を
表
す
。
楚
辞
・
離
騒
「
余
既
に
蘭
の
（
之
）
九
畹
を
滋
す
兮
、
又
蕙
の
（
之
）
百
畝
を
樹
す
」。
◯
平
田　

杜
甫
・
茅
堂
に
て
収
稲
を
検
校
す
二
首
其
一
「
平
田
百
頃
の
間
」。
◯
一
刻
蒼　

伝
蘇
軾
・
春
夜
「
春
宵
一
刻
値
千
金
」。
◯
無
適
無
莫　

論

語
・
里
仁
「
子
曰
く
、
君
子
の
天
下
に
於
け
る
や
、
適
も
無
く
、
莫
も
無
し
。
義
に
之
与
に
比
ぶ
」。
適
は
ゆ
く
、
近
づ
く
。
莫
は
そ
う
し

な
い
こ
と
。
付
か
ず
離
れ
ず
の
語
感
で
用
い
て
い
る
か
。
心
動
か
さ
れ
つ
つ
も
、
客
観
的
な
描
写
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
の
か
。

適
の
漢
音
は
セ
キ
。
嫡
子
の
意
の
時
の
み
、
テ
キ
と
読
む
。
慣
用
音
に
従
っ
た
。

16
秋し

ゆ
う

夜や

　
　
　
臨り
ん

斎さ
い

　
秋あ
き

庭ば

氏し

　
仝ど
う

所し
よ
の

人ひ
と

幽
庭
風
断
樹
声
乾
。
琢
レ
句
閑
凭
卍
字
欄
。
夜
半
霜
飛
山
月
白
。
籬
辺
残
菊
晩
香
寒
。

　
編
者
云
。
極
二
冷
澹
之
致
一
。

【
訓
読
】
幽ゆ

う

庭て
い

風か
ぜ

断た

え
樹じ
ゆ

声せ
い

乾か
わ

く
、
句く

を
琢み
が

き
閑し
ず

か
に
凭よ

る
卍ま
ん

字じ

の
欄ら
ん

。
夜や

半は
ん

霜し
も

は
飛と

ん
で
山さ
ん

月げ
つ

白し
ろ

し
、
籬り

辺へ
ん

の
残ざ
ん

菊ぎ
く

晩ば
ん

香こ
う

寒さ
む

し
。

　

編へ
ん

者じ
や

云い

う
。
冷れ
い

澹た
ん

の
（
之
）
致
お
も
む
きを
極き
わ

む
。

【
大
意
】（
秋
の
夜
）
静
か
な
庭
、
風
の
音
が
や
み
、
落
葉
の
乾
い
た
音
が
聞
こ
え
る
。
卍
く
ず
し
の
欄
干
に
も
た
れ
か
か
っ
て
、
黙
っ
て
詩

作
の
推
敲
を
す
る
。
夜
半
、
霜
が
空
中
を
飛
ん
で
、
白
々
と
し
た
月
が
山
の
端
に
か
か
る
。
垣
根
に
枯
れ
か
か
っ
た
菊
が
、
夕
方
冷
た
い
香

り
を
放
っ
て
い
る
。

　

編
者
平
賀
静
遠
評
。
冷
た
い
枯
れ
た
感
じ
を
極
限
ま
で
表
現
し
て
い
る
。

【
注
釈
】
◯
秋
庭
臨
斎　

不
詳
。
松
江
藩
藩
医
秋
庭
氏
の
系
統
か
。
◯
幽
庭　

鮑
照
・
園
中
秋
散
「
幽
庭
夕
寒
を
憐
れ
む
」。
◯
風
断　

本
来

は
、
風
が
何
か
を
断
ち
切
る
場
合
に
使
う
表
現
。
范
雲
・
效
古
「
風
は
断
つ
陰
山
の
樹
」。
こ
こ
は
、
風
が
た
え
て
な
く
な
る
の
意
で
使
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
◯
樹
声
乾　

岑
参
・
虢
州
西
亭
端
公
の
宴
集
に
陪
す
「
地
を
踏
め
ば
葉
聲
乾
く
」。
馬
臻
・
謾
成
四
十
二
首
其
四
「
新

霜
尚
お
薄
く
樹
声
乾
く
」。
風
が
た
え
た
の
ち
、
木
の
葉
の
落
ち
る
カ
サ
カ
サ
し
た
音
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
か
。
◯
琢
句　

貫
休 

・
匡
山

の
紀
公
に
寄
す
「
句
を
琢
く
終
身
に
似
た
り
」。
◯
閑
凭　

凭
は
憑
に
同
じ
。
李
紳
・
揚
州
の
水
館
に
宿
る
「
閑
か
に
欄
干
に
凭
っ
て
星
漢
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を
指
す
」。
◯
卍
字
欄　

卍
字
く
ず
し
の
欄
干
。
袁
宏
道
・
初
夏
江
進
之
と
同
に
孫
內
使
の
池
台
に
坐
し
、
感
じ
て
賦
す
「
亭
は
開
く
卐
字

の
欄
」。
◯
夜
半　

周
邦
彦
・
蝶
恋
花
其
四
商
調
柳
「
夜
半
霜
寒
く
し
て
初
め
て
酒
を
索
む
」。
◯
霜
飛　

夜
半
に
は
空
中
を
霜
の
粒
子
が
飛

び
、
朝
に
は
地
面
に
落
ち
る
と
考
え
て
い
た
。
王
昌
齢
・
九
日
登
高
「
霜
天
苑
に
飛
び
御
梨
秋
な
り
」。
張
継
・
楓
橋
夜
泊
「
月
落
ち
烏
啼

い
て
霜
天
に
満
つ
」。
◯
山
月
白　

武
元
衡
・
出
塞
作
「
笳
を
奏
す
る
に
山
月
白
し
」。
◯
籬
辺　

陶
淵
明
・
飲
酒
二
十
首
其
五
「
菊
を
採

る
東
籬
の
下
」
が
想
起
さ
れ
る
。
杜
甫
・
秋
尽
く
「
籬
辺
老
却
す
陶
潛
の
菊
」。
◯
残
菊　

唐
太
宗
・
賦
し
て
残
菊
を
得
た
り
「
残
菊
猶
お

露
を
承
く
」。
◯
晩
香
寒　

晩
香
は
韓
琦
・
九
日
水
閣
「
且
く
看
ん
寒
花
の
晚
節
香
る
を
」
に
よ
っ
て
、
菊
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

謝
逸
・
仲
邦
菊
花
を
恵
む
、
詩
以
て
之
に
戯
む
る
「
霜
蕤
猶
お
帯
ぶ
晚
香
の
寒
き
を
」。
◯
冷
澹　

冷
淡
に
同
じ
。
人
に
対
し
て
冷
た
い
態

度
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
末
枯
れ
た
、
寒
々
し
い
趣
き
。
◯
致　

傾
向
を
行
く
と
こ
ろ
ま
で
（
最
大
限
）
行
か
せ
る
こ
と
で
、
日
本
語
の

お
も
む
き
と
同
ニ
ュ
ア
ン
ス
。

17
秋し

ゆ
う

朝ち
よ
う　

　
　
杏
き
よ
う

園え
ん

　
松ま
つ

本も
と

氏し

　
出い
ず
も雲
本ほ
ん

庄じ
よ
う

町
ち
よ
う
の

人ひ
と

夜
来
風
雨
過
。
園
菊
花
狼
藉
。
早
起
喚
二
家
僮
一
。
丁
寧
修
二
竹
柵
一
。

　
蘭
窓
云
。
真
個
愛
レ
菊
者
。
可
レ
謂
二
五
柳
先
生
好
友
一
。

【
訓
読
】
夜や

来ら
い

風ふ
う

雨う

過す

ぎ
、
園え
ん

菊ぎ
く

花は
な

は
狼ろ
う

藉ぜ
き

た
り
。
早そ
う

起き

し
て
家か

僮ど
う

を
喚よ

び
、
丁て
い

寧ね
い

し
て
竹ち
く

柵さ
く

を
修お
さ

め
し
む
。

　

蘭ら
ん

窓そ
う

云い

う
。
真し
ん

個こ

に
菊き
く

を
愛あ
い

す
る
者も
の

。
五ご

柳り
ゆ
う

先せ
ん

生せ
い

の
好こ
う

友ゆ
う

と
謂い

う
可べ

し
。

【
大
意
】（
秋
の
朝
）
昨
夜
は
風
雨
が
ひ
と
し
き
り
強
か
っ
た
、
庭
の
菊
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
。
早
起
き
し
て
、
召
使
に
細
か
く
指
図
し
て
、

竹
の
柵
を
修
理
さ
せ
た
。

　

阪
本
蘭
窓
評
。
本
当
に
菊
が
好
き
な
人
だ
。
五
柳
先
生
（
陶
淵
明
）
の
親
友
と
い
え
よ
う
。

【
注
釈
】
◯
秋
朝　

詩
題
と
し
て
は
少
な
い
。
薛
稷
・
秋
朝
鏡
を
覧
る
、
な
ど
。
◯
松
本
杏
園　

未
詳
。
医
者
か
。
◯
本
庄
町　

現
松
江
市
。

中
海
北
岸
。
◯
夜
来
風
雨
過　

孟
浩
然
・
春
暁
「
夜
来
風
雨
の
声
」。
白
居
易
・
落
花
を
惜
し
む
「
夜
来
風
雨
急
な
り
」。
韋
応
物
・
広
陵
を

発
す
・
・
・「
蕭
条
と
し
て
風
雨
過
ぐ
」。
◯
園
菊　

謝
恵
連
・
衣
を
搗
く
「
白
露
園
の
菊
を
滋
す
」。
◯
花
狼
藉　

羅
隠
・
霅
渓
晚
泊
裴
庶
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九

子
に
寄
す
「
野
花
狼
藉
た
る
こ
と
当
時
に
似
た
り
」。
狼
が
草
む
ら
で
休
む
と
、
そ
の
あ
と
が
滅
茶
苦
茶
に
乱
れ
る
こ
と
か
ら
、
と
い
う
語

源
説
が
あ
る
。
史
記
・
滑
稽
伝
・
淳
于
髡
伝
「
杯
盤
狼
藉
す
」。
◯
家
僮　

男
の
子
の
召
使
。
高
適
・
鮮
于
洛
陽
と
同
に
畢
員
外
宅
に
於
い

て
画
馬
を
観
る
歌
「
家
僮
愕
視
し
て
先
ず
鞭
せ
ん
と
欲
す
」。　

◯
丁
寧　

再
三
、
く
ど
く
ど
と
頼
む
こ
と
。
楽
府
の
孔
雀
東
南
飛
「
府
吏
に

丁
寧
せ
見
る
」。
◯
竹
柵　

李
賀
・
南
園
「
草
梢
竹
柵
池
痕
を
鎖
す
」。
◯
五
柳
先
生　

陶
淵
明
を
指
す
。
陶
淵
明
の
自
伝
的
作
品
『
五
柳
先

生
伝
』
に
よ
る
。「
宅
辺 

に
五
柳
樹
有
り
、
因 

て
以
て
号
と
為
す
焉
」。
陶
淵
明
は
菊
を
愛
し
た
。
◯
好
友　

詩
経
・
小
雅
・
車
轄
「
好
友
無

し
と
雖
も
、
式
て
燕
し
且
つ
喜
ぶ
」。

18
雪
中
探
レ
梅
（
雪せ
つ

中ち
ゆ
う

梅う
め

を
探さ
ぐ

る
）　　
　

瓦が

全ぜ
ん

居こ

士じ

　
天あ
ま

野の

氏し

　
名な
は

寵ち
よ
う　
字
あ
ざ
な
は

祖そ

栄え
い

　
出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

行
尽
林
坰
又
水
隈
。
吟
筇
不
レ
厭
雪
成
レ
堆
。
香
風
細
々
薫
二
衣
袂
一
。
認
得
橋
南
一
樹
梅
。

　
苔
洲
云
。
一
篇
詩
語
砕
金
作
例
人
皆
軽
レ
之
。
僕
則
以
為
二
詩
上
乗
一
。
○
老
雨
云
。
苔
洲
所
三
以
為
二
詩
人
一
在
レ
此
。
僕
大
服
二
此
評
一
。

【
訓
読
】
行ゆ

き
尽つ
く

す
林り
ん

坰け
い

又ま
た

水す
い

隈わ
い

、
吟ぎ
ん

筇き
よ
う

厭い
と

わ
ず
（
不
）
雪ゆ
き

堆た
い

を
成な

す
を
。
香こ
う

風ふ
う

細さ
い

々さ
い

と
し
て
衣い

袂ば
い

を
薫か
お

ら
す
、
認み
と

め
得え

た
り
橋
き
よ
う

南な
ん

一い
ち

樹じ
ゆ

の

梅う
め

。

　

苔た
い

洲し
ゆ
う

云い

う
。
一い
つ

篇ぺ
ん

は
詩し

語ご

砕さ
い

金き
ん

の
作さ
く

例れ
い

、
人ひ
と

皆み
な

之こ
れ

を
軽か
ろ

ん
ず
。
僕ぼ
く

は
則す
な
わち
以も
つ

て
詩し

の
上
じ
よ
う

乗じ
よ
うと
為な

す
。
○
老ろ
う

雨う

云い

う
。
苔た
い

洲し
ゆ
うの
詩し

人じ
ん

為た

る

所ゆ
え
ん以
は
、
此こ
こ

に
在あ

り
。
僕ぼ
く

は
大お
お

い
に
此こ

の
評ひ
よ
うに
服ふ
く

す
。

【
大
意
】（
雪
の
中
梅
を
探
し
に
行
く
）
郊
外
の
林
を
通
り
す
ぎ
る
と
ま
た
水
の
ほ
と
り
に
出
る
。
詩
作
の
た
め
に
、
杖
を
突
い
て
、
雪
が
積

も
っ
て
も
か
ま
わ
ず
に
で
か
け
る
こ
と
に
す
る
。
よ
い
香
り
が
す
る
風
が
そ
よ
そ
よ
と
吹
い
て
き
て
袂
を
薫
ら
せ
る
。
見
つ
け
た
、
橋
の
南

に
ひ
と
も
と
の
梅
が
あ
る
。

　

河
野
苔
洲
評
。
こ
の
詩
は
『
詩
語
砕
金
』
の
作
例
そ
の
ま
ま
で
、（
よ
く
あ
る
パ
タ
ー
ン
と
）
人
は
み
な
馬
鹿
に
す
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、

私
は
そ
う
は
思
わ
ぬ
。
上
々
の
出
来
栄
え
だ
と
思
う
。　

雨
森
精
翁
評
。
河
野
苔
洲
さ
ん
が
詩
人
の
中
の
詩
人
で
あ
る
と
い
え
る
の
は
、
こ

う
い
う
点
に
あ
る
。
私
は
こ
の
評
に
大
い
に
敬
服
す
る
。

【
注
釈
】
◯
雪
中
探
梅　

曾
幾
に
「
諸
生
に
効
っ
て
雪
中
探
梅
を
作
る
」
詩
あ
り
。
◯
天
野
瓦
全
氏　

画
家
、
天
野
嗽
石
（
一
八
三
七
～
？
）



一
〇

と
思
わ
れ
る
。
松
江
宇
賀
明
王
院
の
二
男
。
松
江
灘
町
に
住
ん
で
い
た
。
花
鳥
画
を
得
意
と
し
た
。
明
治
十
七
年
、
第
二
回
内
国
絵
画
共
進

会
に
山
水
、
花
鳥
を
出
品
し
て
い
る
。
の
ち
に
各
地
を
遊
歴
し
、
四
国
松
山
に
一
時
住
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
没
地
な
ど
は
不
明
（『
島
根
県

人
名
辞
典
』）。
◯
行
尽　

王
維
・
桃
源
行
・
青
渓
を
行
き
尽
く
す
も
人
を
見
ず
（
不
）」。
◯
林
坰　

郊
外
の
荒
野
。
郊
野
。
文
選
・
陳
琳
・

曹
洪
の
為
に
魏
文
帝
に
与
え
る
書
「
夫
れ
綠
驥
は
耳
を
林
坰
に
（
於
）
垂
る
」。
そ
の
李
善
注
に
『
爾
雅
』
を
引
い
て
「
野
外
之
を
林
と
謂

い
、
林
外
之
を
坰
と
謂
う
」。
◯
又
水
隈　

川
が
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
岸
辺
。
李
嶠
・
鳧
「
浮
遊
す
漢
水
の
隈
」。
◯
吟
筇　

詩
人
の
つ

く
杖
。
聶
鉄
峰
・
武
夷
に
寄
題
す
「
吟
筇
尚
お
帶
ぶ
瑤
階
の
蘚
」。
◯
雪
成
堆　

蘇
軾
・
望
海
樓
晚
景
五
絶
其
一
「
楼
前
指
顧
す
雪
堆
を
成

す
と
」。
◯
香
風　

賀
循
・
賦
し
て
庭
中
有
奇
樹
を
得
た
り
「
香
風
飄
舞
し
て
花
間
を
度
る
」。
賀
鋳
・
曹
氏
の
園
を
過
ぐ
、
馬
上
の
作
「
香

風
細
細
重
墻
を
出
づ
」。
◯
細
　々

杜
甫
・
宣
政
殿
朝
を
退
き
、
晚
に
左
掖
に
出
づ
「
鑪
煙
細
細
と
し
て
遊
絲
を
駐
む
」。
◯
薫
衣
袂　

衣
袂

は
、
本
来
は
服
の
袖
の
こ
と
で
あ
る
が
、
広
く
服
全
体
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
許
筬
・
前
澗
「
花
氣
衣
袂
を
薫
ら
す
」。
◯
認
得　

今
ま

で
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
に
気
づ
く
こ
と
。
劉
禹
錫
・
秋
日
竇
員
外
の
崇
德
里
の
新
居
に
題
す
「
認
め
得
た
り
詩
人
の
此
の
間
に
在
る

を
」。
◯
橋
南　

南
字
に
温
か
さ
を
こ
め
る
。
◯
一
樹
梅　

杜
牧
・
早
春
岳
州
李
使
君
杜
牧
・
早
春
岳
州
李
使
君
に
寄
す
「
寒
香
一
樹
の
梅
」。

◯
詩
語
砕
金　

詩
語
砕
金
は
、
泉
要
編
纂
。
主
に
各
季
の
詩
題
に
つ
い
て
、
二
字
の
熟
語
を
集
め
た
、
作
詩
の
参
考
書
。
詩
題
に
ふ
さ
わ
し

い
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
月
並
み
と
な
っ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、
冬
日
見
梅
の
項
に
は
、
吟
筆
、
倚
杖
、
臨
水
、
冒
雪
、
渾
疑
、

寒
香
、
野
橋
等
、
こ
の
詩
と
同
傾
向
の
語
が
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
も
、
守
旧
、
平
凡
の
そ
し
り
を
恐
れ
ず
、
独
創
を
捨
て
て
、
伝
統
的
に

認
め
ら
れ
た
詩
語
や
表
現
の
世
界
に
身
を
浸
す
こ
と
も
、
作
詩
に
は
必
要
だ
と
苔
洲
は
い
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
砕
金
は
短
編
の
佳
作
の
意
。

晋
書
・
謝
安
伝
「
温
は
嘗
て
謝
安
の
作
る
所
の
簡
文
帝
諡
議
を
以
て
以
て
坐
賓
に
示
し
て
曰
く
、
此
は
謝
安
石
の
砕
金
也
」。
◯
作
例　

詩

文
な
ど
の
、
作
り
方
の
実
例
や
手
本
。
日
本
語
的
用
法
で
は
な
い
か
。
中
国
語
で
は
、
例
と
作
（
な
）
す
と
読
む
の
が
普
通
。
◯
上
乗　

本

来
は
仏
教
語
、
大
乗
の
こ
と
。
小
乗
を
下
乗
と
い
う
の
に
対
し
、
大
乗
を
上
乗
と
い
う
。
宝
積
経
「
諸
父
如
来
、
正
真
正
覚
、
行
う
所
之
（
の
）

道
、
彼
の
乗
名
づ
け
て
大
乗
と
為
し
、
名
づ
け
て
上
乗
と
為
す
」。
引
伸
し
て
、
佳
作
、
優
れ
た
も
の
を
い
う
。
李
贄
・
雑
説
「
雑
劇
院
本
は
、

遊
戯
の
（
之
）
上
乗
也
」。
○
所
以
為
詩
人　

中
庸
「
蓋
し
文
王
の
（
之
）
文
と
為
す
所
以
を
曰
う
也
」
等
の
表
現
が
意
識
に
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
◯
大
服　

左
伝
・
僖
公
二
十
八
年
「
民
是
に
於
い
て
大
い
に
服
す
」。
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19
夏か

日じ
つ

錦き
ん

荘そ
う

小し
よ
う

集し
ゆ
う　
分
レ
韻
得
レ
文
（
韻い
ん

を
分わ
か

ち
て
文ぶ
ん

を
得え

た
り
）　　
　

勝か
つ

田た

　
保や
す

興お
き

　
　
睡す
い

仙せ
ん

男だ
ん

松
竹
囲
レ
窓
鎖
二
夕
曛
一
。
緑
陰
深
処
絶
二
塵
紛
一
。
群
蛙
声
急
天
将
レ
雨
。
望
裏
湖
山
半
是
雲
。

　
中
村
笠
山
云
。
平
淡
佳
境
。

【
訓
読
】
松

し
よ
う

竹ち
く

窓ま
ど

を
囲か
こ

ん
で
夕せ
き

曛く
ん

に
鎖ど

ざ
さ
る
、
緑
り
よ
く

陰い
ん

の
深し
ん

処し
よ

塵じ
ん

紛ぷ
ん

を
絶た

つ
。
群ぐ
ん

蛙あ

声こ
え

急き
ゆ
うに
し
て
天て
ん

将ま
さ

に
雨あ
め

ふ
ら
ん
と
す
。
望ぼ
う

裏り

の
湖こ

山ざ
ん

半な
か

ば
は
是こ

れ
雲く
も

。

　

中な
か

村む
ら

笠り
ゆ
う

山ざ
ん

云い

う
。
平へ
い

淡た
ん

た
る
佳か

境き
よ
う。

【
大
意
】（
夏
の
あ
る
日
、
別
荘
錦
荘
で
の
小
さ
な
詩
会　

く
じ
を
引
い
て
、
上
平
十
二
文
の
詩
韻
が
当
た
っ
た
）
松
や
竹
が
窓
を
覆
っ
て
、

ま
わ
り
は
夕
陽
ば
か
り
と
な
っ
た
。
こ
の
別
荘
は
、
木
陰
の
奥
深
く
に
あ
っ
て
、
ご
み
ご
み
と
し
た
世
間
か
ら
隔
絶
し
て
い
る
。
蛙
の
群
れ

の
声
が
高
く
な
っ
た
。
雨
が
降
ろ
う
と
し
て
い
る
。
視
野
に
入
る
湖
の
周
り
の
山
々
は
半
分
が
雲
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

　

中
村
笠
山
評
。
穏
や
か
で
す
っ
き
り
と
し
た
、
素
晴
ら
し
い
境
地
の
詩
。

【
注
釈
】
◯
錦
荘　

勝
田
睡
仙
が
営
ん
だ
錦
霞
荘
。
そ
の
広
大
さ
で
有
名
で
あ
っ
た
。
◯
勝
田
保
興　

こ
の
書
の
睡
仙
（
千
之
助
）
の
子
。

後
に
鶴
堂
と
号
す
る
。
剪
淞
吟
社
社
員
。
◯
松
竹　

郭
璞
・
温
嶠
に
贈
る
「
人
亦
た
言
う
有
り
、
松
竹
林
有
り
と
」。
隠
者
の
高
潔
の
象
徴

と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
る
。
◯
囲
窓　

宇
文
虛
中
・
四
序
回
文
十
二
首
其
一
「
翠
密
な
り
窓
を
囲
む
竹
」。
◯
鎖　

と
ざ
す
、
と
ざ
さ
る
の

両
様
の
読
み
が
可
能
だ
が
、
と
ざ
さ
る
が
優
勢
。
要
す
る
に
、
あ
る
風
景
が
そ
こ
だ
け
孤
立
し
て
い
る
雰
囲
気
。
◯
夕
曛　

夕
陽
の
余
光
、

残
照
。
謝
霊
運
・
晚
に
西
射
堂
に
出
づ
「
夕
曛
嵐
気
陰
な
り
」。
張
之
翰
・
春
を
送
る
九
絶
其
五
「
多
少
の
朱
門
夕
曛
に
鎖
ざ
さ
る
」。
◯
緑

陰
深
処　

賈
島
・
陕
府
王
建
司
馬
を
送
る
「
舫
を
移
し
て
緑
陰
深
き
処
に
て
息
う
」。　

◯
絶
塵
紛　

顔
延
之
・
夏
夜
従
兄
散
騎
車
長
沙
に
呈

す
「
暑
晏
塵
紛
に
闋
ざ
さ
る
」。
多
く
俗
塵
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
る
。
范
曄
・
逸
民
伝
論
「
蓋
し
其
の
絕
塵
及
ば
ざ
る
を
録
す
」。
朱
熹
・

題
を
咸
清
精
舍
清
暉
堂
に
寄
す
「
高
唱
塵
紛
を
絶
す
」。
◯
群
蛙　

羊
士
諤
・
南
池
晨
望
「
群
蛙
一
鳴
を
試
み
よ
」。
◯
声
急　

顔
延
之
・
秋

胡
行
其
九
「
声
急
な
る
は
調
由
り
起
こ
る
」。
◯
天
将
雨　

雨
は
動
詞
。
陸
游
・
即
事
八
首
其
五
「
魚
䲡
群
れ
て
出
で
天
将
に
雨
ふ
ら
ん
と

す
。
蛙
黽
争
い
て
鳴
き
草
庭
に
満
つ
」。
◯
望
裏
湖
山　

駱
賓
王
・
郷
を
望
ん
で
夕
べ
に
泛
ぶ
「
憂
い
は
望
裏
に
従
い
て
寛
し
」。
夏
日
葵
・



一
二

中
秋
三
日
鴛
湖
に
て
月
を
詠
む
「
望
裏
の
湖
山
遠
近
迷
う
」。
湖
山
は
、
本
来
湖
と
山
の
複
合
語
だ
が
、
湖
の
周
囲
の
山
を
中
心
に
意
識
す

る
。
孟
浩
然
・
九
日
龍
沙
の
作
、
劉
大
愼
虛
に
寄
す
「
湖
山
興
を
発
す
る
こ
と
多
し
」。
◯
半
是
雲　

姚
合
・
陳
倜
の
江
陵
從
事
に
赴
く
を

送
る
「
山
路
の
塵
埃
半
ば
は
是
れ
雲
な
り
」。
◯
中
村
笠
山　

既
出
。
◯
平
淡　

平
澹
。
平
凡
で
奇
抜
な
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
ま
た
、
あ
っ

さ
り
と
し
た
味
わ
い
が
あ
る
こ
と
。
韓
愈
・
無
本
師
の
范
陽
に
帰
る
を
送
る
「
往
往
に
し
て
造
る
こ
と
平
澹
な
り
」。
◯
佳
境　

劉
義
慶
・

世
說
新
語
・
排
調
「
顧
長
康
甘
蔗
を
啖
う
に
、
先
ず
尾
を
食
す
。
所
以
を
問
う
。
云
う
、
漸
く
佳
境
に
至
る
」。
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春し

ゆ
ん

晩ば
ん

　
　
　
春
し
ゆ
ん

坡ぱ

　
渡わ
た
な
べ邊
氏し

　
隠お

岐き
の

人ひ
と

無
三
復
黄
鶯
奏
二
艶
歌
一
。
湘
波
簾
外
夕
陽
斜
。
女
児
也
惜
春
風
老
。
相
喚
相
呼
拾
二
落
花
一
。

　
竹
園
云
。
凄
婉
可
レ
誦
。

【
訓
読
】
復ま

た
黄こ
う

鶯お
う

の
艶え
ん

歌か

を
奏そ
う

す
る
無な

し
、
湘
し
よ
う

波は

簾れ
ん

外が
い

夕せ
き

陽よ
う

斜な
な

め
な
り
。
女じ
よ

児じ

も
也ま

た
惜お

し
む
春
し
ゆ
ん

風ぷ
う

の
老お

い
た
る
を
、
相あ

い
喚よ

び
て
相あ

い

呼よ

び
落ら
く

花か

を
拾ひ
ろ

う
。

　

竹ち
く

園え
ん

云い

う
。
凄せ
い

婉え
ん

誦し
よ
うす
可べ

し
。

【
大
意
】（
春
の
暮
れ
方
）
鶯
が
恋
の
歌
を
か
な
で
る
こ
と
は
も
う
な
い
。
竹
簾
に
夕
日
が
斜
め
に
さ
し
て
い
る
。
春
風
が
老
い
て
死
ん
で
い

く
の
を
、
女
の
子
た
ち
も
か
な
し
ん
で
い
る
の
か
。
お
互
い
に
叫
び
な
が
ら
、
地
面
に
散
っ
た
花
び
ら
を
拾
っ
て
い
る
。

　

渡
部
竹
園
評
。
な
ん
て
な
ま
め
か
し
い
作
品
、
何
べ
ん
で
も
朗
誦
す
べ
き
だ
。

【
注
釈
】
◯
春
晩　

晩
は
日
暮
れ
時
を
い
う
。
◯
渡
邊
春
坡　

渡
邊
新
太
郎
（
一
八
五
四

－

一
九
二
九
）。
隠
岐
の
教
育
者
、
政
治
家
。
明
治

初
期
、
小
学
校
長
就
任
、
大
阪
に
遊
学
（
藤
沢
南
岳
門
下
）。
明
治
十
二
年
、
崎
郵
便
局
長
。
そ
の
後
、
隠
岐
汽
船
等
、
実
業
家
と
し
て
活

躍
。
衆
議
院
議
員
や
海
士
村
長
を
つ
と
め
る
。
剪
淞
吟
社
社
員
。（『
島
根
県
人
名
辞
典
』
等
）
◯
無
復　

無
を
双
声
・
畳
韻
で
二
字
に
引
き

の
ば
し
た
語
だ
が
、
今
後
二
度
と
な
い
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
る
。
子
夜
歌
「
復
た
相
関
の
意
無
し
」。
◯
黄
鶯　

本
来
は
コ
ウ
ラ
イ
ウ
グ

イ
ス
で
日
本
の
ウ
グ
イ
ス
と
は
別
種
で
鳴
き
声
（
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
）
と
色
が
違
う
が
、
こ
こ
は
日
本
の
ウ
グ
イ
ス
を
想
定
し
て
よ
い
。
◯
艶

歌　

本
来
は
古
楽
府
の
艶
歌
行
の
略
称
で
、
悲
し
い
メ
ロ
デ
ィ
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
後
に
恋
愛
歌
一
般
を
指
す
。
こ
こ
は
、
鶯
の
鳴
き
声



訳
注
『
風
月
小
誌
』
第
三
号
（
中
）

一
三

の
こ
と
。
梁
武
帝
・
子
夜
歌
二
首
之
二
「
朱
口
艶
歌
を
発
す
」。
◯
湘
波
簾　

湘
簾
の
こ
と
。
本
来
は
湘
妃
竹
で
編
ん
だ
す
だ
れ
。
舜
が
死

ん
だ
と
き
に
、
彼
の
二
人
の
妃
、
娥
皇
と
女
英
が
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
、
湘
水
に
身
を
投
じ
て
死
ん
だ
（
後
に
湘
水
の
女
神
、
湘
妃
と
な
る
）。

そ
の
時
、
流
し
た
涙
が
竹
の
皮
に
注
が
れ
て
斑
点
と
な
り
、
湘
妃
竹
と
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
范
成
大
・
夜
宴
曲
「
明
瓊
翠
带
湘
簾

の
斑
」。
こ
こ
は
、
竹
製
の
簾
一
般
を
い
う
で
あ
ろ
う
。
◯
夕
陽
斜　

劉
禹
錫
・
烏
衣
巷
「
烏
衣
巷
口
夕
陽
斜
め
な
り
」。
◯
女
児　

劉
希

夷
・
白
頭
吟
「
洛
陽
の
女
児
顔
色
を
惜
し
み
、
行
く
ゆ
く
落
花
に
逢
っ
て
長
嘆
息
す
」。
◯
也
惜　

陸
游
・
春
日
六
首
其
四
「
老
人
も
也
た

惜
し
む
早
春
の
時
」。
◯
春
風
老
。
春
（
風
）
が
老
い
る
と
は
、
晩
春
、
旧
暦
三
月
の
こ
と
。
岑
参
・
韓
樽
の
相
い
過
ぎ
る
を
喜
ぶ
「
三
月

灞
陵
春
は
已
に
老
い
た
り
」。
白
居
易
・
清
明
の
日
妓
の
舞
を
観
て
客
の
詩
を
聴
く
「
惜
し
む
可
し
春
風
の
老
ゆ
る
を
」。
◯
相
喚
相
呼　

釈

重
顕
・
頌
一
百
則
其
七
十
二
「
相
喚
び
相
呼
び
帰
り
な
ん
去
来
（
い
ざ
）」。
◯
拾
落
花　

王
翰
・
春
女
行
「
行
く
ゆ
く
落
花
を
拾
っ
て
容
色

を
比
ぶ
」。
◯
凄
婉　

ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
な
ま
め
か
し
い
さ
ま
。
哀
切
の
意
で
用
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
新
唐
書
・
張
説
伝
「
既
に
岳

州
に
謫
せ
ら
る
。
而
し
て
詩
も
亦
た
凄
婉
。
人
謂
え
ら
く
、
江
山
の
助
を
得
た
り
と
云
う
」。
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十じ

ゆ
う

日に
ち
の

菊き
く

　
　
　
淞
し
よ
う

陽よ
う

漁ぎ
よ

士し

　
奥お
く

田だ

氏し

　
出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

陶
家
三
径
未
二
全
荒
一
。
留
得
東
籬
晩
節
香
。
若
有
二
白
衣
来
送
一レ
酒
。
一
杯
更
酔
小
重
陽
。

　
蘭
窓
云
。
前
日
之
酒
尚
在
焉
。
何
待
二
白
衣
来
一
。

【
訓
読
】
陶と

う

家け

の
三さ
ん

径け
い

未い
ま

だ
全ま
つ
たく
は
荒あ

れ
ず
、
留と
ど

め
得え

た
り
東と
う

籬り

晩ば
ん

節せ
つ

の
香か
お
り。
若も

し
白は
く

衣い

の
来き
た

り
て
酒さ
け

を
送お
く

る
有あ

ら
ば
、
一い
つ

杯ぱ
い

更さ
ら

に
酔よ

わ
ん

小し
よ
う

重ち
よ
う

陽よ
う

。

　

蘭ら
ん

窓そ
う

云い

う
。
前ぜ
ん

日じ
つ

の
（
之
）
酒さ
け

尚な

お
在あ

り
焉え
ん

。
何な
ん

ぞ
白は
く

衣い

の
来き

た
る
を
待ま

た
ん
。

【
大
意
】（
九
月
十
日
の
菊
）
陶
淵
明
の
家
に
あ
る
よ
う
な
、
三
つ
の
小
道
は
、
ま
だ
す
べ
て
が
荒
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
東
の
垣
根
の
、

晩
節
を
象
徴
す
る
菊
の
香
り
だ
け
は
と
ど
め
て
い
る
。
昔
、
重
陽
の
節
句
に
白
い
服
を
着
た
使
者
が
陶
淵
明
に
酒
を
送
っ
た
と
い
う
が
、
そ

ん
な
こ
と
が
私
に
も
あ
れ
ば
、
翌
日
の
小
重
陽
の
日
も
さ
ら
に
一
杯
飲
ん
で
酔
っ
払
い
た
い
も
の
だ
。

　

阪
本
蘭
窓
評
。
前
日
の
酒
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
白
い
服
を
着
た
使
者
な
ん
か
待
つ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
（
高
潔
な
隠
者
な



一
四

ん
だ
か
ら
、
飲
み
過
ぎ
る
な
ん
て
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
）。

【
注
釈
】
◯
十
日
菊　

十
日
は
、
重
陽
の
節
句
旧
暦
九
月
九
日
の
翌
日
。
重
陽
に
引
き
続
い
て
、
菊
花
を
楽
し
む
（
後
述
）。
唐
の
薛
瑩
、
鄭

谷
に
十
日
菊
題
の
詩
あ
り
。
◯
奥
田
淞
陽　

不
詳
。
◯
陶
家
三
径
未
全
荒　

陶
淵
明
・
帰
去
来
の
辞
「
三
径
荒
に
就
く
」。
三
径
の
語
は
、

前
漢
の
蒋
詡
が
、
隠
遁
し
て
、
庭
に
三
筋
の
径 （
こ
み
ち
） を
つ
く
り
、
松
・
菊
・
竹
を
植
え
た
故
事
。
隠
者
の
象
徴
。
◯
東
籬　

陶
淵
明
・

飲
酒
二
十
首
其
五
「
菊
を
採
る
東
籬
の
下
」。
◯
晩
節
香　

自
分
や
陶
淵
明
の
晩
節
を
指
す
と
と
も
に
、
菊
の
花
が
枯
れ
る
前
の
香
り
を
い

う
。
韓
琦
・
九
日
水
閣
「
且
く
看
ん
寒
花
の
晚
節
香
る
を
」。
◯
白
衣
来
送
酒　

白
衣
送
酒
。
酒
好
き
の
陶
淵
明
が
重
陽
の
節
句
に
酒
が
な

く
、
庭
の
菊
を
摘
ん
で
た
た
ず
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
刺
史
王
弘
が
白
衣
の
人
（
無
官
の
使
用
人
の
服
装
）
を
遣
わ
し
て
、
酒
を
送
っ
て
来
た

故
事
（
宋
書
・
陶
潜
伝
）。
◯
一
杯
更
酔　

張
鎡
・
夜
坐
し
て
放
歌
す
、
興
を
書
く
「
一
杯
更
に
酔
い
て
床
に
投
じ
て
睡
る
」。
◯
小
重
陽　

陰
暦
九
月
十
日
、
重
陽
の
節
句
の
翌
日
に
再
び
観
菊
の
宴
を
催
す
こ
と
（『
歳
時
広
記
』
所
引
『
歳
時
雑
記
』）。
李
白
・
九
月
十
日
即
事
「
昨

日
登
高
し
罷
り
、
今
朝
更
に
觴
を
挙
ぐ
。
菊
花
何
ぞ
太
だ
苦
し
む
、
此
の
両
重
陽
に
遭
う
」。
一
般
に
は
、
こ
ち
ょ
う
よ
う
と
読
む
。
◯
前

日
之
酒
尚
在
焉　

お
酒
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
。
あ
る
い
は
、
酔
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
。
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雨
中
探
レ
梅
図
（
雨う

中ち
ゆ
う

梅う
め

を
探さ
ぐ

る
図ず

）　　
　

緑
り
ょ
く

香こ
う

散さ
ん

史し

　
平ひ
ら

林ば
や
し

氏し

　
出い
ず
も雲
意い

宇う

郡ぐ
ん

人
の
ひ
と

前
霄
俄
暖
雪
初
消
。
泥
路
探
レ
梅
豈
厭
レ
遙
。
好
是
香
風
吹
不
レ
断
。
一
蓑
春
雨
渡
二
渓
橋
一
。

　
蘭
窓
云
。
無
レ
限
風
趣
。

【
訓
読
】
前ぜ

ん

霄し
よ
う

俄に
わ

か
に
暖あ
た
た
か
く
し
て
雪ゆ
き

初は
じ

め
て
消き

え
、
泥で
い

路ろ

梅う
め

を
探さ
ぐ

る
に
豈あ

に
遙は
る

か
な
る
を
厭い
と

わ
ん
。
好よ

し
是こ

れ
香こ
う

風ふ
う

吹ふ

い
て
断た

え
ず

（
不
）、
一い

つ

蓑さ

の
春
し
ゆ
ん

雨う

渓け
い

橋き
よ
うを
渡わ
た

る
。

　

蘭ら
ん

窓そ
う

云い

う
。
限か
ぎ

り
無な

き
風ふ
う

趣し
ゆ

。

【
大
意
】（
雨
の
降
る
中
梅
を
求
め
る
人
を
描
い
た
絵
に
）
昨
夜
は
急
に
暖
か
く
な
っ
て
雪
が
解
け
始
め
た
。
梅
を
探
し
て
ぬ
か
る
み
道
を
遠

き
を
い
と
わ
ず
歩
く
人
。
す
ば
ら
し
い
、
梅
の
香
り
が
絶
え
る
こ
と
な
く
吹
い
て
き
た
。
蓑
を
つ
け
た
画
中
の
人
は
、
春
雨
に
全
身
濡
れ
な

が
ら
谷
間
の
橋
を
渡
っ
て
い
く
。



訳
注
『
風
月
小
誌
』
第
三
号
（
中
）

一
五

　

阪
本
蘭
窓
評
。
無
限
の
お
も
む
き
が
あ
る
。

【
注
釈
】
◯
雨
中
探
梅
図　

宋
代
よ
り
探
梅
詩
や
探
梅
画
が
よ
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
雪
中
探
梅
題
の
詩
画
は
よ
く
あ
る
が
、
雨
中

探
梅
題
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。
清
の
宋
犖
に
雨
中
元
墓
探
梅
と
い
う
詩
が
あ
る
。
◯
平
林
緑
香　

不
詳
。
神
官
平
林
家
と
関
係
が
あ
る

か
。
李
賀
・
李
夫
人
歌
「
綠
香
の
繡
帳
何
れ
の
時
か
歇
ま
ん
」。
◯
散
史　

散
人
と
同
様
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
隠
者
（
知
識
人
）。
◯
意

宇
郡　

律
令
制
以
来
の
郡
。
現
在
松
江
市
南
部
（
一
部
安
来
市
）。
明
治
十
二
年
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
行
政
区
画
と
し
て
の
意

宇
郡
が
発
足
。
明
治
二
十
九
年
郡
制
の
施
行
に
よ
り
、
島
根
郡
・
秋
鹿
郡
と
合
併
し
て
八
束
郡
と
な
る
。
◯
前
霄　

霄
は
、
本
義
は
天
の
意

だ
が
、
こ
こ
で
は
宵
に
通
じ
て
用
い
る
。
左
伝
・
襄
公
十
年
「
霄
に
潁
を
渉
り
楚
人
と
（
与
）
盟
う
」。
◯
俄
暖　

詩
語
と
し
て
は
多
く
忽

を
用
い
る
が
、
平
仄
の
関
係
か
。
◯
雪
初
消　

李
商
隐
・
柳
「
江
南
江
北
雪
初
め
て
消
ゆ
」。
◯
泥
路　

王
令
・
餓
者
行
「
雨
雪
止
ま
ら
ず

（
不
）
泥
路
迂
な
り
」。
◯
好
是　

素
晴
ら
し
い
の
は
、
の
意
。
◯
香
風
吹
不
断　

李
白
・
廬
山
瀑
布
の
水
を
望
む
二
首
其
一
「
海
風
吹
い
て

断
え
ず
（
不
）」。
丁
鹤
年
・
水
仙
花
二
首
其
一
「
怪
し
む
底
は
香
風
吹
い
て
断
え
ず
（
不
）」。
◯
一
蓑
春
雨　

鄭
谷
・
筆
を
試
み
て
偶
ま

書
く 

「
殷
勤
す
一
蓑
の
雨
」。
王
禹
偁
・
再
び
吳
江
に
泛
ぶ
「
一
蓑
の
疏
雨
漁
人
に
属
す
」。
方
岳
・
田
頭
其
二
「
一
蓑
の
春
雨
自
ら
桑
を
農

す
」。
◯
渡
渓
橋　

温
庭
筠
・
菩
薩
蛮
其
十
三
「
春
水
渓
橋
を
渡
る
」。
◯
風
趣　

謝
赫
『
古
画
品
録
』
戴
逵
「
情
韻
連
綿
と
し
て
、
風
趣
巧

抜
な
り
」。

23
題だ

い

画が

　
　
　
桓か
ん

斎さ
い

　
神か
み

山や
ま

氏し

　
出い
ず
も雲
広ひ
ろ

瀬せ
の

人ひ
と

茅
屋
両
三
煙
靄
間
。
鬱
葱
茂
樾
隔
二
塵
寰
一
。
渓
辺
時
見
曳
レ
筇
客
。
応
二
是
前
村
沽
レ
酒
還
一
。

　
蘭
窓
云
。
合
作
。
○
又
云
。
使
二
汝
陽
逢
一レ
之
。
定
知
流
涎
三
尺
。

【
訓
読
】
茅ぼ

う

屋お
く

両り
よ
う

三さ
ん

煙え
ん

靄あ
い

の
間か
ん

、
鬱う
つ

葱そ
う

た
る
茂ぼ

樾え
つ

塵じ
ん

寰か
ん

を
隔へ
だ

つ
。
渓け
い

辺へ
ん

時と
き

に
見み

る
筇つ
え

を
曳ひ

く
客き
や
く、
応ま

さ
に
是こ

れ
前ぜ
ん

村そ
ん

に
酒さ
け

を
沽か

い
て
還か
え

る
な

る
べ
し
。

　

蘭ら
ん

窓そ
う

云い

う
。
合ご
う

作さ
く

。
○
又ま
た

云い

う
。
汝じ
よ

陽よ
う

を
し
て
之こ
れ

に
逢あ

わ
使し

め
ば
、
定さ
だ

め
て
知し

る
流
り
ゆ
う

涎ぜ
ん

三さ
ん

尺じ
や
くな
る
を
。

【
大
意
】（
絵
に
か
き
つ
け
た
詩
）
カ
ヤ
の
屋
根
が
靄
の
中
に
二
三
軒
み
え
る
。
俗
世
か
ら
離
れ
て
鬱
蒼
と
茂
っ
た
木
陰
。
そ
の
時
、
谷
の
そ



一
六

ば
に
杖
を
突
い
て
歩
く
旅
人
が
現
れ
た
。
き
っ
と
、
む
こ
う
の
村
で
酒
を
買
っ
て
帰
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
。

　

阪
本
蘭
窓
評
。
合
格
点
の
作
品
で
す
な
。
◯
付
け
加
え
て
。
飲
中
八
仙
歌
の
汝
陽
王
が
こ
の
場
面
に
出
く
わ
し
た
ら
、
き
っ
と
よ
だ
れ
を

三
尺
も
垂
ら
す
だ
ろ
う
よ
。

【
注
釈
】
◯
神
山
桓
斎　

神
山
銑
次
郞
。
広
瀬
藩
士
族
、
教
員
等
を
つ
と
め
る
（『
広
瀬
町
誌
』
等
）。
◯
茅
屋
両
三　

白
居
易
・
王
処
士
の

郊
居
に
題
す
「
陽
に
向
っ
て
茅
屋
両
三
間
」。
左
伝
・
桓
公
二
年
「
清
廟
茅
屋
た
り
」。
杜
預
注
「
茅
を
以
て
屋
を
飾
る
は
、
倹
を
著
す
也
」。

◯
張
祜
・
南
陵
隠
静
寺
に
題
す
「
深
行
す
煙
靄
の
間
」。
◯
鬱
葱　

後
漢
書
・
光
武
帝
紀
・
論
曰
「
気
佳
な
る
哉
。
鬱
鬱
蒼
蒼
然
た
り
」。
◯

茂
樾　

玉
篇
「
樾
は
、
楚
両
樹
陰
を
交
わ
す
の
（
之
）
下
を
謂
っ
て
樾
と
曰
う
」。
道
の
両
側
の
木
陰
。
汪
応
辰
・
法
海
院
龍
渓
亭
に
題
す

「
茂
樾
両
つ
な
が
ら
蓋
を
交
わ
す
」。
◯
隔
塵
寰　

権
德
輿
・
李
城
門
の
官
を
罷
め
て
嵩
陽
に
帰
る
を
送
る
「
帰
り
去
る
塵
寰
の
外
」。
陶
谷
・

石
橋
「
故
將
飛
瀑
隔
塵
寰
」。
も
と
山
寺
を
形
容
す
る
仏
教
的
用
語
。
◯
渓
辺　

杜
甫
・
落
日
「
渓
辺
春
事
幽
か
な
り
」。
◯
時
見　

時
は
と

き
ど
き
や
し
ば
し
ば
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
そ
の
時
ま
さ
に
。
◯
曳
筇
客　

崔
道
融
・
病
起
二
首
其
一
「
筇
を
曳
い
て
绿
苔
を

傷
つ
く
」。
筇
（
平
声
）
は
杖
（
仄
声
）
の
か
わ
り
に
用
い
る
。
礼
記
・
檀
弓
上
「
孔
子
蚤
く
作
き
、
手
を
負
い
て
杖
を
曳
き
、
門
に
逍
遥

す
」。
◯
前
村　

こ
れ
か
ら
行
く
先
の
村
を
指
す
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
は
前
方
の
村
。
◯
沽
酒
還　

論
語
・
郷
党
「
沽
酒
、
市
脯
は
食
ら

わ
ず
」。
杜
甫
・
酔
時
歌
「
酒
を
沽
い
て
復
た
疑
わ
ず
」。
◯
合
作　

謝
赫
・
古
画
品
録
・
陸
杲
「
時
に
合
作
有
り
、
往
往
に
し
て
人
よ
り
出

づ
」。
○
汝
陽　

唐
代
の
皇
族
汝
陽
王
李
璡
。
杜
甫
・
飲
中
八
仙
歌
に
「
汝
陽
三
斗
始
め
て
天
に
朝
し
、
道
に
麹
車
に
逢
え
ば
口
に
涎
を
流

す
、
恨
む
ら
く
は
封
を
移
し
て
酒
泉
に
向
か
わ
ざ
（
不
）
る
こ
と
な
り
」。
◯
流
涎
三
尺　

中
国
近
世
俗
諺
の
垂
涎
三
尺
と
飲
中
八
仙
歌
の

流
涎
を
合
体
し
た
。
垂
涎
三
尺
は
、
全
字
が
子
音
ｓ
で
始
ま
る
双
声
の
語
。
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早そ

う

秋し
ゆ
う

夜よ
る
の

作さ
く

　
　
　
碧へ
き

湖こ

漁ぎ
よ

夫ふ

　
清し

水み
ず

氏し

　
出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

星
文
易
レ
位
朗
二
秋
空
一
。
涼
意
凄
然
夜
欲
レ
中
。
独
立
二
階
前
一
人
不
レ
見
。
松
陰
光
小
石
灯
籠
。

　
竹
園
云
。
結
末
実
況
。
宛
然
如
レ
見
。
○
編
者
云
。
後
半
宜
園
社
中
口
吻
。

【
訓
読
】
星せ

い

文ぶ
ん

位く
ら
いを

易か

え
て
秋

し
ゆ
う

空く
う

に
朗あ

き

ら
か
な
り
、
涼

り
よ
う

意い

凄せ
い

然ぜ
ん

と
し
て
夜よ

る

中ち
ゆ
うな

ら
ん
と
欲ほ

つ

す
。
独ひ

と

り
階か

い

前ぜ
ん

に
立た

ち
て
人ひ

と

見み

え
ず
（
不
）、
松

し
よ
う

陰い
ん



訳
注
『
風
月
小
誌
』
第
三
号
（
中
）

一
七

光ひ
か
りは
小し
よ
うな
り
石い
し

灯ど
う

籠ろ
う

。

　

竹ち
く

園え
ん

云い

う
。
結け
つ

末ま
つ

は
実じ
つ

況き
よ
う。
宛え
ん

然ぜ
ん

と
し
て
見み

る
が
如ご
と

し
。
○
編へ
ん

者じ
や

云い

う
。
後こ
う

半は
ん

は
宜ぎ

園え
ん

社し
や

中ち
ゆ
うの
口こ
う

吻ふ
ん

。

【
大
意
】（
早
秋
の
夜
作
っ
た
詩
）
星
座
は
位
置
を
変
え
秋
空
に
明
る
く
光
る
。
涼
し
さ
が
ま
し
て
、
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
気
分
、
は
や
真
夜

中
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一
人
ぼ
っ
ち
で
階
段
の
前
に
立
つ
が
他
に
人
は
み
え
な
い
。
松
の
木
の
陰
に
小
さ
な
光
が
み
え
る
、
あ
れ
は
石

灯
籠
だ
。

　

渡
部
竹
園
評
。
最
後
の
描
写
は
実
見
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
目
の
前
に
あ
り
あ
り
と
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。　

編
者
平
賀
静
遠
評
。
詩
の
後
半
は
、

咸
宜
園
の
作
風
。

【
注
釈
】
◯
早
秋
夜
作　

韋
荘
に
同
題
の
詩
有
り
。
夜
作
は
、
あ
る
い
は
夜
起
き
て
作
業
を
す
る
こ
と
で
、
よ
る
お
く
と
読
む
べ
き
か
も
し

れ
な
い
。
後
漢
書
・
廉
范
伝
「
旧
制
に
民
の
夜
作
す
る
を
禁
じ
、
以
て
火
災
を
防
ぐ
」。
◯
清
水
碧
湖　

不
明
。
◯
星
文　

顔
之
推
・
顔
氏

家
訓
・
雑
藝
「
星
文
風
気
に
及
ん
で
は
、
率
ね
労
せ
ず
（
不
）
し
て
之
を
為
す
」。
◯
易
位　

荀
子
・
賦
「
天
地
位
を
易
う
」。
◯
朗
秋
空　

許
慎
・
説
文
解
字
「
朗
は
明
也
」。
朱
熹
・
擬
古
八
首
其
四
「
佳
月
秋
夜
に
朗
ら
か
な
り
」。
◯
涼
意　

梅
堯
臣
・
和
景
彝
の
月
に
対
す
に
次

韻
す
「
蕭
蕭
た
る
風
雨
涼
意
に
変
わ
る
」。
◯
凄
然　

曹
丕 

・
吳
季
重
に
与
う
る
書
「
清
風
夜
起
こ
り
、
悲
笳
微
か
に
吟
ず
。
楽
し
み
は
往

き
哀
し
み
は
来
り
、
凄
然
と
し
て
懷
を
傷
つ
く
」。
◯
夜
欲
中　

詩
経
・
小
雅
・
庭
燎
「
夜
如
何
ぞ
其
れ
、
夜
未
だ
央
ば
な
ら
ず
」
の
央
を

中
と
解
釈
す
る
の
に
よ
る
。
屈
大
均
・
草
堂
夜
坐
の
作
「
眠
る
無
く
夜
中
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
」。
◯
独
立
階
前　

馮
延
巳
・
花
間
に
酔
う

其
一
「
独
り
階
前
に
立
て
ば
星
又
月
」。
◯
人
不
見　

孟
浩
然
・
檀
溪
に
故
人
を
尋
ぬ
「
田
園
人
見
え
ず
（
不
）」。
◯
松
陰　

李
山
甫
・
方

干
の
隠
居
「
露
松
陰
を
洗
い
て
滿
院
清
ら
か
な
り
」。
静
か
な
光
景
。
◯
石
灯
籠　

中
国
で
は
石
灯
と
い
う
。
仏
教
伝
来
と
と
も
に
寺
院
に

導
入
さ
れ
た
が
、
今
で
は
日
本
で
盛
行
す
る
。
◯
実
況　

実
際
の
状
況
。
中
国
で
は
あ
ま
り
使
わ
ぬ
語
。
◯
宛
然
如
見　

王
融
・
方
山
に
侍

す　

応
詔
「
四
瀛
良
に
目
に
在
り
、
八
宇
婉
と
し
て
見
る
が
如
し
」。
袁
宏
道
・
公
安
二
聖
寺
重
修
天
王
殿
疏
「
而
し
て
文
献
宛
然
と
し
て

目
に
在
り
」。
◯
宜
園
社　

咸
宜
園
。
学
者
、
詩
人
の
広
瀬
淡
窓
に
よ
り
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
現
大
分
県
日
田
市
に
創
立
さ
れ
た
。

◯
口
吻　

口
、
口
先
の
意
か
ら
、
話
し
ぶ
り
の
意
に
広
が
っ
た
。
皮
日
休
・
吳
中
雨
に
苦
し
む　

因
っ
て
一
百
韻
を
書
い
て
魯
望
に
寄
す

「
詩
を
吟
ず
れ
ば
口
吻
噅
な
り
」。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
風
を
い
う
か
不
明
。
咸
宜
園
二
代
目
塾
長
広
瀬
旭
荘
・
秋
夜
「
残
肴
冷
酒
三
更



一
八

な
ら
ん
と
欲
す
、
半
酔
半
醒
詩
未
だ
成
ら
ず
。
簷
馬
嘶
か
ず
（
不
）
秋
雨
寂
た
り
、
隣
窓
灯
影
夜
繰
る
声
」
等
の
境
地
を
指
す
か
。

25
松ま
つ

江え

秋し
ゆ
う

夕せ
き

　
　
　
魚ぎ
よ

東と
う

逸い
つ

史し

　
山や
ま

本も
と

氏し

　
名な
は

良よ
し

秀ひ
で

　
字
あ
ざ
な
は

君く
ん

英え
い

　
出い
ず
も雲
秋あ
い

鹿か

郡ぐ
ん
の

人ひ
と

烏
桕
霜
楓
映
二
緑
波
一
。
占
レ
晴
江
上
夕
陽
多
。
孕
レ
風
帆
腹
便
々
大
。
十
六
丹
崖
一
瞬
過
。

　
勉
斎
云
。
是
詩
是
画
。

【
訓
読
】
烏う

桕き
ゆ
う

霜そ
う

楓ふ
う

緑り
よ
く

波は

に
映え
い

ず
。
晴は
れ

を
占う
ら
なう
江こ
う

上じ
よ
う

夕せ
き

陽よ
う

多お
お

し
。
風か
ぜ

を
孕は
ら

ん
で
帆は
ん

腹ぷ
く

便べ
ん

々べ
ん

と
し
て
大だ
い

な
り
、
十
じ
ゆ
う

六ろ
く

丹た
ん

崖が
い

一い
つ

瞬し
ゅ
んに
過す

ぐ
。

　

勉べ
ん

斎さ
い

云い

う
。
是こ

れ
詩し

、
是こ

れ
画が

。

【
大
意
】（
松
江
秋
の
夕
べ
）
赤
い
ハ
ゼ
や
カ
エ
デ
が
緑
色
の
波
に
照
り
映
え
て
い
る
。
明
日
は
晴
に
な
る
と
い
う
占
い
か
、
岸
辺
に
は
夕
陽

が
た
っ
ぷ
り
照
っ
て
い
る
。
風
を
は
ら
む
か
の
よ
う
に
、
帆
の
腹
は
、
ぷ
っ
く
り
と
膨
ら
み
、
十
六
丹
崖
、
打
ち
続
く
赤
い
は
げ
山
の
群
れ

を
一
瞬
の
う
ち
に
す
ぎ
て
い
く
。

　

山
村
勉
斎
評
。
詩
で
も
あ
り
、
絵
で
も
あ
る
。

【
注
釈
】
◯
山
本
魚
東　

未
詳
。
魚
東
は
、
秋
鹿
郡
魚
瀬
（
お
の
ぜ
）
港
（
現
松
江
市
）
の
東
と
い
う
意
か
。　

◯
秋
鹿
郡　

律
令
以
来
の
郡
。

ほ
ぼ
現
在
の
松
江
市
（
一
部
出
雲
市
）。
宍
道
湖
の
北
、
日
本
海
ま
で
。
漁
業
で
栄
え
る
。
明
治
十
二
年
、
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
、

行
政
区
画
と
し
て
の
秋
鹿
郡
成
立
。
明
治
二
十
九
年
、
郡
制
の
施
行
に
よ
り
、
島
根
郡
・
意
宇
郡
と
合
併
し
て
八
束
郡
と
な
っ
た
。
◯
烏
桕　

ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
。
烏
臼
と
も
。
楽
府
・
西
洲
曲
「
日
暮
伯
勞
飛
び
、
風
は
吹
く
烏
臼
の
樹
」。
◯
霜
楓　

韓
愈
・
青
龍
寺
に
遊
ぶ
、
崔
大
補

闕
に
贈
る
「
霜
楓
千
里
帰
伴
に
随
う
」。
◯
映
緑
波　

楊
巨
源
・
水
に
臨
ん
で
花
を
看
る
「
一
樹
の
紅
花
緑
波
に
映
ず
」。
◯
占
晴　

劉
攽
に

占
晴
題
の
詩
あ
り
。
晴
を
占
む
と
は
、
読
め
な
い
。
◯
江
上
夕
陽
多　

陸
游
・
探
梅
「
青
衣
江
上
夕
陽
紅
な
り
」。
許
渾
・
潼
関
蘭
若
「
高

寺
夕
陽
多
し
」。
◯
孕
風　

風
を
は
ら
む
（
帆
が
風
を
受
け
て
膨
ら
む
）
と
い
う
和
語
を
漢
語
風
に
し
た
。
◯
帆
腹　

蘇
軾 

・
八
月
七
日
初

め
て
贛
に
入
り
惶
恐
灘
を
過
ぐ
「
長
風
客
を
送
り
帆
腹
を
添
う
」。　

◯
便
　々

太
っ
て
腹
の
出
て
い
る
さ
ま
（
後
漢
書
・
文
苑
伝
・
辺
韶
）。

◯
十
六
丹
崖　

現
松
江
市
秋
鹿
町
の
宍
道
湖
畔
に
、
十
六
の
は
げ
山
が
並
ぶ
奇
観
（『
八
束
郡
志
』）。
今
の
フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク
あ
た
り
か
。

井
上
円
了
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
時
の
詩
「
十
六
丹
崖
過
ぎ
、
楼
に
登
れ
ば
一
望
新
た
な
り
。
湖
光
濃
き
こ
と
酒
に
似
た
り
、
酔
殺
す
幾
多
の



訳
注
『
風
月
小
誌
』
第
三
号
（
中
）

一
九

人
」。
嵇
康
・
琴
賦
「
丹
崖
嶮
巇
、
靑
壁
萬
尋
」。
◯
一
瞬
過　

韓
琦
・
落
葉
「
風
霜
一
瞬
に
過
ぐ
」。
◯
是
詩
是
画　

蘇
軾
・
東
坡
題
跋
・

書
摩
詰
「
摩
詰
の
（
之
）
詩
を
味
わ
う
に
、
詩
中
に
画
有
り
。
摩
詰
の
（
之
）
画
を
観
る
に
、
画
中
に
詩
有
り
」
等
を
意
識
す
る
か
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、

科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
課
題/

領
域
番
号22K

00340  

近
代
漢
詩
が
形
成
す
る
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
─
漢
詩
人
と
官
僚
・
政
党
政
治
家
の
交
遊
の
分
析
（
期
間
二
〇
二
二
～
二
〇
二
四
年
度　

研
究
代
表
者　

要
木
純
一
）

　

及
び
、

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー　

山
陰
研
究
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

近
代
漢
詩
が
形
成
す
る
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
─
漢
詩

人
と
官
僚
・
政
党
政
治
家
の
交
遊
の
分
析
（
番
号
二
二
一
三　

期
間 

二
〇
二
二
～
二
〇
二
四
年
度　

研
究
代
表
者 

要
木
純
一
）

　

及
び
、

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー　

山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

山
陰
の
文
学
・
歴
史
関
係
資
料
の
基
礎
的
調
査
研
究
と
発
信
・
公

開
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
（
番
号
二
二
〇
五　

期
間 

二
〇
二
二
～
二
〇
二
四
年
度　

研
究
代
表
者　

田
中
則
雄
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


